
正しく自転車に乗れていますか？（交通安全講習会）

自転車の交通安全は身近すぎて、ついなおざりになりがちですが自

転車は車両です。交通規則を守って乗らなければなりません。

昭島警察署の交通課から講師を迎え交通安全講習会を行います。

自転車に乗っている老若男女の皆さん！いつもの乗り方はルール違

反かもしれません。この機会に正しく安全な自転車の乗り方を身に付け

てください。

日時　９月１０日土曜日　午後１時３０分～

場所 中神小学校体育館 ・校庭

講演 「交通事故概況と事故例について」

昭島警察署　交通課交通総務係 係長 警部補　石原泉雄氏

内容 交通事故の概況、事故防止について（ビデオ使用）

自転車実技指導：点検、安全走行、技能走行

など

　自転車安全教室終了シール、交通安全シール、自転車用反射板を警

察署から、パトロール隊プレート、自転車安全教室受講証を市民会議

で用意しました。講習会受講の証としてお持ち帰りいただきます。

この機会に、胸を張って“私が自転車乗りの手本です！”と言える技

術を身につけてください。

生活防衛部会部長　　　　櫻井　堅司

第２回芸能祭参加者募集！

昨年２００名を越える方々にご参加いただいた芸能祭を、今年も開催

します。日ごろの鍛錬を発表する場にしていただきたいと思います。

自治会回覧板でご案内(申込書付)いたしますので、多数の皆さんの

ご参加、チャレンジをお待ちします。

日時 １０月９日　午後１２時～１６時３０分

場所 昭島市市民ホール

参加資格

市民会議・なかがみの地域居住者、勤務者

芸能種別

民謡、舞踊、カラオケ、フラダンス、大正琴、詩吟、合唱など

出演費用

一人演目：¥1,000　　複数出演者演目(1人)　：¥500

参加申込締め切り

９月１０日

主催　あきしま・街づくり市民会議・なかがみ　芸能部会

開催案内、申込書が自治会回覧板で回ります。自治会員以外の方、

お問い合わせは事務局にお願いします。

芸能部会部長　　　　井ノ口　栄司

くじら音頭に盆ダンス

７月３日日曜日の「昭島くじら音頭」の講習会に３４名の参加者があり

ました。「昭島くじら音頭」は皆さんが手馴れた感じで踊りをこなしてい

ました。今年の課題曲の「盆ダンス」は南米音楽のリズムを取り入れた

ユニークな曲で、講師の阿木富美子先生のオリジナル振り付けに挑戦

しました。

各地域で行われる盆踊りが活況を呈することを期待しています。

芸能部会部長　　　　井ノ口　栄司

地域の情報（地域活動部会ニュース）

自治会への加入促進に関するアンケート集計

地域活動部会は、発足当初から「地域の活力」をテーマに活動して

きました。「安心・安全・住みやすい街づくり」は、行政だけに任せるの

ではなく、地域住民が自ら考え、行動し、ときに行政と協働することによ

って、わが街づくりを遂行していくことができる体制を再構築する必要

があります。

「むこう三軒両隣り」の、ときに煩わしいこともあるでしょうが、程好い

「お節介」の範囲で、助けられたり助けたりと、頼りにし合える近所との

付き合いが必要なのではないでしょうか。このように考えたときに、自治

会本来の活動基本である「隣組」の重要性が浮上しています。古くから

ある自治会ほど、近年、高齢者の脱会や転入当初から非加入という住

民が増加しつつあります。

私たちは、この状況に対して「地域の活力」高揚のためには、「自治

会への加入促進」が必要と考えて、昨年より地域の皆さんのご協力を

得ながらアンケートによる情報収集や、これを基にした加入促進につ

いて話し合いを進めてきました。

今年の５月に実施した「災害」に関してのアンケートの設問・集計を

掲載します。(回答者：地域活動部会会員で、現在の自治会長または自

治会長経験者の皆さんです) 掲載にあたり、紙面の都合上、回答の内

容が変わらないことに留意し若干の編集を加えました。ご了承くださ

い。

設問

近年、日本だけではなく、地球規模で災害が発生しています。万一、

わが街が被災地になった場合…

１． あなたの自治会では、災害の役割分担はできていますか？

× 新体制になったばかりで検討していない。
× 一応できている。
× 防災対策委員がいて、本部設置・防災対策組織編制表がある。
× 万一の場合、機能するかどうかは別にして一応役割分担が出来て
いる。

× 役割分担は出来ている。被災地の役割の教育指導はしていない。
× 立川地区災害防止協会・防災指導部に登録しているが、内容・活動
は理解できていない。

× 組織として完璧に出来ているが、一般に知られていない。
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× 出来ているが、いざという時何をやったら良いかわからないと思
う。

× 防災対策委員会単投票がある。
× 組織図としての役割分担表があるが、実効性は疑問。
× 被災したときうまく機能するか不安。
設問は４問作りました。今後、地域の皆さんとも共有するテーマとして

お伝えしたいと思います。

　８月１８日には、市役所との意見交換会を行い、行政との協働を進

めて行きます。

地域活動部会部長　中野　光弘

向こうの地域活動はどんな風？　vol．２

地域の資産を大切に活かし、地域の問題に取り組む。住んでいる人

達が元気になる面白い取組みが各地で行われています。その事例

をご紹介している、「わがまち元気」のサイトに報告されたアンケート

のつづきを紹介します。

以下 http://www.wagamachigenki.jp/から抜粋

生活者の視点による地域活力・活性化に関するアンケート調査結果

の概要（つづき）

　（３）元気施策の方向

観光振興、生活支援、住民参加行政が 3本柱

1. キャッチフレーズを持つ自治体は 85％

　大半の自治体はキャッチフレーズを持っており、自然や景観に関

わるものが多い。

2.　 地域づくりコンセプトを持つ自治体は半数

　半数を超える自治体（52.0％）が地域づくりのコンセプト（共通概念、

戦略）を持っていると回答。

3.　 参考、目標とする自治体がある市町村は 15％

　地域づくりやまちづくりで、参考（あるいは目標）にしている自治体

があるとする回答は 14.9％に留まったが、具体名として、住民参加

など積極的な行政改革に取り組んでいる自治体（ニセコ町、太田市、

志木市など）や、地域住民の主導によるまち興しが成果をあげている

自治体（小布施町、湯布院町、長浜市など）が挙げられている。

4.　 元気施策は観光振興､生活支援､住民参加行政が三本柱

　地域を元気にする施策として、「観光振興」（39.2％）、「医療、福祉、

教育、子育て等の生活支援策の充実」（34.5％）、「住民参加型行政

の推進」（30.7％）を挙げる自治体が多い。

5.　 市町村合併の影響は、プラス評価がやや上回る

　市町村合併が行政と地域づくり活動との連携にどう影響するかに

ついては、「プラス」（31.1％）と「マイナス」（25.2％）が拮抗。規模の

大きい自治体ほどプラス評価が多い。

市民会議なかがみの活動が、このアンケートの地域における「元気

対策」と重なっているように思えます。三本柱に上げられている対策

はズバリ、市民会議なかがみが進めている事です。お手元に“まどあ

かり”がありましたら活動をご確認ください。

総務部会部長、まどあかり編集担当　　鈴木　卓也

 朝日町住宅自治会
 六親自治会
 中神駅前親交自治会
 朝日町共栄自治会

４自治会が合同で各自治会地区内を渡御します。

沿道から大きな声で力をつけて盛り上げてください。

この街の「明日」にご意見をお持ちの方！
事務局あてお電話ください。ご一緒に、意見交換＆活動しませんか。

熊野神社祭礼

２１日に行われる熊野神社祭礼には各自治会ごとの催しが行われます。舞台のあるなしにかかわらず踊りの輪が作られます。周りには自

治会、子ども会の夜店が賑やかに開いています。各地区、楽しいひと時を過ごしていただけるように工夫を凝らした催し物が用意されていま

す。お住まいの地区だけではなく、他の地区の会場に行ってみるのも楽しいことと思います。

中神駅前親交自治会　：中神駅前通り

六親自治会　　　　　：富士診療所前

朝日町住宅自治会　　：中神公園

朝日町共栄自治会　　：中神公園

中神始自治会　　　：熊野神社境内

中神親和自治会　　：熊野神社境内

中神東上自治会　　：玉川児童遊園

朝日町団地自治会：弥生会館前

泉自治会　　　　：区域内

交友自治会　　　：あおしん裏


